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肝内胆管上皮及 びそ の付属腺の レク チン 結合能
一 正 常肝， 肝内結石症肝お よび胃粘膜上皮と の比較 一

金沢大学医学部病理学第二 講座 く主任 こ 太田五 六 教授I

斎 藤 勝 彦

く昭和61 年11 月22 日受付I

肝内胆管付属腺増生は， 肝内結石症 の 特徴的組織像 とさ れ ， 多量 の 粘液が そ こ か ら塵 生 さ れ る こ と

が 判明 して い る ．
レ ク チ ン は， 糖蛋 白の 特異糖鎖 と結合す る こ とか ら

，
糖蛋 白糖鎖 の 構造解析の 重要な手

段と な っ て い る ．
そ こで 16 種の レ ク チ ン を用 い ， 肝内胆管付属腺粘液の 性状解析 を試み た． 正 常肝12 例，

肝 内結 石 症肝1 2 例 お よ び 胃16 例 の 連 続切片 を作製 し， 各種 粘液染色 と A vi di n －b i o ti n －

p e r O X i d a s e

C O m pl e x m e th o d に よる レ ク チ ン 16 種 の染色を行な っ た ． その 結果， レ ク チ ン 陽性部位と粘液陽性部位 と

の 関係か ら， 1 6 種の レ ク チ ン を三 群 に 大別す る こ と が で き た． 粘液 非親和性細胞質親和性群 は C o n － A
，

V F A
，
P H A － E の 3 種， 粘液親和性細胞質親和性群 は L c H

，
P E A の 2 種， 粘液親和性細胞質非親和性群 は

S T A
，
W G A

，
D B A

，
S B A

，
H P A

，
P N A

， G S －I
，
M P A

，
R C A －I

，
U E A －I

，
L o t u s の 11 種 で あ っ た

．
それ ら の 糖

蛋白糖鎖特異性よ り， 肝内胆管系上皮の粘液糖蛋白内に は a － D － N － A c e t yl gl u c o s a m i n e
，
a

－ D － G al a c t o s e ， P －

D ． G al a ct o s e ， a － しF u c o s e が 高率 に 存在 し， a － D ， M a n n o s e
，
a

－ D － Gl u c o s e は粘液内に は存在せず， 細胞質

内非粘液部 に び ま ん性 に 存在 す る と考 えられ た． 粘液染色に よ り肝内胆管付属腺を壁内外の 酸性粘液型粘

液腺， 中性粘液型粘液腺
，
低 分泌塾粘液腺 に 分類で き たが， レ クチ ン 結合能 に は酸性粘液型粘液腺と中性

粘液型粘液腺の 間， 並び に 胆管 の 壁外腺と壁内腺と の 間で有意差 は認め られ な か っ た
． 肝内結石症肝 と正

常肝 との 間で も， 粘液 に 質的な差 は見ら れず， そ の量 的増加が結石の 形成増大に 関与 する と考 え られ た．

低分泌型粘液腺は従来奨液腺と され て い た も ので あ るが
， 酸性 ． 中性粘液型粘液腺 へ の 移行を見る こ と に

よ り
，
そ の

一

部は後者の 前駆細胞 と考 えられ た． ま た胆管の 中性粘液型粘液腺と胃の 幽門腺との 間 に レ ク

チ ン結合能の 類似性があ り， 前者 の 発生に 閲 し幽門腺化生を否定 で き な か っ た ．

E e y w o r d s L e c ti n ， M u c u s ， G ly c o p r ot ein ， H e p at olithi a sis ， I n t r ah e p ati c

p e rid u ct al gl a n d ，

レ ク チ ン は糖蛋白の特異糖鎖 と結合す る こ とか ら ，

糖蛋白糖鎖の 構造解析の 重要な手段 と して用 い られ て

い る の み な ら ず廿 唖 ， 細胞分化 や腫瘍化 に 伴 う種々 の

レ ク チ ン 結合能の変化が注目 を受 け てい る弟 ．

肝内胆管に は肝外胆管
S 糊 同様

，
胆管固有 の 付属腺 が

肝内深く まで 生理 的に 存在す る こ とが ， 当教室 で 発見

さ れ て い る
71

． そ の 付属腺は粘液腺房と焚液腺房 と か

ら な る混合腺 とされ て い るが ， そ の 生理 的な機能に 関

し て は ま だ知見が 乏 し い ． 肝 内結石症 で は肝内胆管付

属腺特に 粘液腺の 増生 が その 特徴的組織像の
一

つ とさ

れ てお り
8 ト 1 0J

，
こ れ らの 産 生 する 粘液と結石形成と の

因果関係 が最近注目 され て い る ． 胆 嚢 で は同様の 粘液

腺が慢性炎症 に お い て認 め られ， しば しば幽門腺化生

を伴う こ と が知 られ て い る1 111 2 I が ， 肝 内月員管に お ける

幽門腺化生 に つ い て は まだ 検討され て い な い ．

そ こ で 本研究 で は肝内胆管上皮や そ の 付属腺 に つ い

A b b r e vi a ti o n s こ A B
，
A Ic i a n bl u e 三 A B C ， A vidi n － bi ot in －

P e r O X id a s e c o m pl e x 三 C o n
－ A

，
C o n －

C a n a V ali a E n sif o r m i s i D A B ， 3 ，3
，
－ D i a mi n o b e n zidi n e ニ D B A ， D oli c h o s B ifl o r u s ニ d P A S ，

di a st a s e P e ri odi c a cid S ch iff 三 G S
－I
，
G riff o ni a S i m plicif oli a I 3 H E ， H e m a t o x yli n a n d e o si n ニ

H I D
，
H i gh i r o n di a m in e ニ H P A ， H eli x P o m a ti a ニ L c H ， L e n s C uli n a ris ニ L o t u s ， L ot u s



肝内胆管上皮及び その 付属腺の レ ク チ ン 結合能

て
，
1 6種の レ クチ ン に よる糖蛋白糖鎖 の 結合能 を検討

し， 正 常肝 と胆内結石症肝と を対比 し て， そ の粘液の

性状解析を試み た． 同時に その 成績 を胃の 粘液腺であ

る幽門腺， 分泌上皮 である腺裔上皮， 吸収上皮 で あ る

十二 指腸上皮 の三者 と比較し て肝内胆管系上皮の 性格

を知る こ と を目的と し た．
こ の よう な研究 はま だ報告

され て い な い ．

対象お よ び方法

工 ． 対 象

対象は正 常肝 12 例， 肝内結石 症肝 12 例お よ び胃 16

例で ， い ずれ も成人 例で ある ． 正 常肝 は す べ て 剖検例

で
，
そ の肝門部胆管 を使用 した． 肝内結石症肝は中枢

型 1 0 例と末梢型2 例の計 12 例 で， 中枢型 はす べ て手

術材料， 末梢塾は剖検例で ある． 中枢型で は結石部胆

管を使用 し， さ ら に 未棺型で は肝門部胆管も使用 し た，

胃は主 とし でl隻性胃潰瘍に て手術 され た も ので ，
十 二

指腸 を含む幽門部 を使用 した． 得られ た 材料 は直ち に

10 ％中性ホ ル マ リ ン で 固 定し， パ ラ フ ィ ン包壇 した．

王王
． 病理組織化学的染色法

パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク から 4 ノ上 m の 連続切片 を充分量

作製し
，
H E 染色， ジア ス タ ー ゼ 消化後 P A S くd P A Sl

． ア ル シ ア ン ブ ル
ー

くA I ci a n B l u e
，
A B l p H 2 ．5

重 染色 くd P A S ■ A B p H 2 ． 51 お よ び HI D くH igh i r o n

d i a mi n el 用 ． A B p H 2 ． 5 重 染色 くHI D ． A B p H 2 ． 51

を行 っ た ． さ らに 必 要に 応 じム チ カ ル ミ ン 染色， A B

p H l ． 0 染色， A B p H 2 ．5 染 色 d P A S 染色 を行っ た ．

ま た a vi di n －b i o ti n －

p e r O X i d a s e c o m pl e x m e th o d

くA B C 法1 川 1 引を用 い て 16 種の レ ク チ ン を染色 した．

レ ク チ ン は表 1 に 示 す ごとく 結合能 を有す る特異糖鎖

に よ り 5 グ ル
ー プ に 分 け ら れ るり岬 ． す な わ ち D ．

M a n n o s e くD T G l u c o s el － b i n d i n g l e c ti n s ， 2
－

A c e t a m id o － 2 －d e o x y
－ D － G l u c o s e －bi n di n g l e cti n s ， 2

．

A c e t a m id o － 2 －d e o x y
－ D － G al a c t o s e －bi n di n g l e c ti n s ， D

－

G al a c t o s e ．b i n di n g l e c ti n s ， L
－ F u c o s e －b i n di n g l e c ti n s

であ る 0 1 6 種の レ クチ ン は ビオ チ ン 標識 レ ク チ ン くE ．

Y ． L a b ．
，
I n c ．

，
U ．S ．A ．1 を使用 した ． A B C 法の 手順は

0 ． 3 ％ H 2 0 2 加 メ タ ノ
ー ル で 20 分処理 後 1 ％牛血清 ア

ル ブ ミ ン に 1 時間か ら一晩浸漬， ビ オテ ン標識 レ クチ

ン く1 0 m gl m l P B S l と室温下で 30 分反応させ ， A B C

液 くV e c t o r L a b ．
，
I n c ．

，
U ．S ．A ．1 と室温下 で 30 分反応，

T e t r a g o n o l ob u s ニ M P A ， M a cl u r a P r o m if e r a

9 31

0 ． 0 1 ％ H 2 0 2 －0 ． 2 m gノm l D A B く3 ，3
，

－ D i a m i n o －

b e n zidi n e
，
S I G M A C H E M I C A L C O M P A N Y U ．S ．

A ．1 で発色， へ マ トキ シ リ ン に て核染後， 型 の ごとく

脱水封 入 し た
．
な お 各 反 応 ス テ ッ プ に は， 0 ．0 1 M

p H 7 ．2 P B S で 充分洗浄し た． 上記の A B C 法 の陰性

対照 と して， ビオ テ ン標識 レ ク チ ン との 反応の 代わ り

に P B S を 30 分反応させ た．

1工I ． 判 定

検鏡に 際 し肝内胆管系上皮 を肝内胆管付属腺上皮，

胆管上 皮， 細胆管上皮と に 分 け， さ ら に 肝内胆管付属

腺を， 胆管壁固有の結合織帯内に ある壁内腺と ， その

外に あ っ て 粗な 結合織内に ある壁外腺と に 分 けた
7I

．

肝細胞お よ び毛細胆管， また 胃粘膜に お い て は， 幽門

腺
， 胃腺席上 皮， 十 二 指腸上 皮に つ い て も それ ぞ れ観

察 した．

レ クチ ン結合能の 判定は それ ぞ れの上 皮に つ き レ ク

チ ン 陽性部位 と平均陽性細胞率で示 した．
レ クチ ン陽

性部位 は陽性部の 上皮内局在 に よ り， 内脛緑が 染ま る

も の
， 胞体内粘液が染 まる もの ， 内腔緑下の 粘液陽性

部が染まる も の， 核上 部が顆粒状に 染まる も の ， 細胞

質非粘液部 が び ま ん性 に 染ま る も の に 類型化 で き，

個々 の 症例の 陽性部位 を最も多い 代表的陽性部位 で表

現 したが ， 重複す る場合 はそれ らを併記 した．

陽性細胞率は個々 の症例 で 各上 皮全体に 対 し陽性細

胞が占 め る ％を算定 し， 1 00 ％ く墓90 ％ユ を 5 ， 8 0 ％

く70－89 ％う を 4 ， 60 ％ く50 － 69 ％つを 3 ， 4 0 ％ く30 －

4 9 ％う を 2 ， 20 ％ く10
－

29 ％う を1 ， 偽陽性 く10 ％ンコ

を 0 ．5 ， 陰性 く0 ％1 を 0 と して 点数で表現した ． そ し

て微弱な染ま りの 場合 は， 偽陽性 と判定 した． 平均陽

性細胞率 は こ う して 得 られ た点数を全症例で 平均し て

算出し て得 た ． 統計学的な有意差の 検定 は， M a n n －

W h it n e y の U 検定 で 行い ， p く0 ． 0 5 を有意と定め た．

本来
，
免疫組織化学的染色法は定性的染色法 で ある が，

本研究で は， 以上の よう に 陽性細胞率を点数 で 表現す

る こ と に よ り
，
定量お よび統計学的有意真の 検定を試

み た．

I V ． 電顕 的観察

正常肝 の 一 例の 酸性粘液型粘液腺と低分泌型粘液腺

と に お い て 電顕的観察を行 っ た ．
2 ．5 ％ グル タ ー ル で 固

定
，
1 ％オ ス ミ ウム 酸で 後固定， エ タ ノ

ー ル 脱水後 エ

ボ ン樹脂で包増 した． 超薄切片作製後， 酢酸ウ ラ ニ ー

ル ． ク エ ン 酸鉛で 二 重 染色 を施 し， 透過型 電子顕微鏡

P B S
，
P h o s p h at e b uff e r e d s alin e 三 P E A ， P is u m

S a tiv u m 三 P H A － E
，
P h a s e ol u s V ul g a ris E 三 P N A ， A r a c his H y p o g a e a ニ R C A ， Ri c cin u s C o m

－

m u ni s ニ S B A ， G ly ci n e M a x 三 S T A ， S ol a n u m T u b e r o s u m ニ U E A
－I
，
U r e x E u r o p e a u s I 三 V F A ，

V ici a F a b a i W G A ， T riti c u m V ul g a ris ．



9 3 2

く日立 H － 30 0J で観察した ．

成 績

工
． 粘液染色 一

1 ． 肝内胆管付属腺

d P A S 染色は 中性枯液を， A B p H 2 ． 5 染色は シ アロ

ム チ ン を
，
H 工D 染色は ス ル フ ォ ム チ ン を染色す る 叩

．

これ ら の 染色性に よ り肝内胆管付属腺 を酸性粘液塾粘

液勝と低分泌型粘液腺 く従来衆液腺 と呼ばれ て い た も

の1 ， さ ら に肝 内結石症で は
， 中性粘液型粘液腺と に 分

類で きた． 以 下に それ ぞ れの 特徴 を示 す．

い 酸性粘液型粘液腺

A B p H 2 ． 5 染色に そま る シ ア ロ ム テ ン よ り も， H 工D

染色陽性の ス ル フ ォ ム チ ン が 多く存在 し く共に 酸性粘

液I ， 中性粘液 は少量で あ っ た く写真1 a ， 1 b L その 原

藤

形質は低 円柱状で ， 内藤側に 多量の 粘液が貯留し
，
そ

の た め核 は基 底側に 庄 平 さ れ て い た． 電顕的観察で は

光顕上粘液陽性部に 低電子密度の 粘液顆粒が核上 の 原

形 質内に 充満 し， O r g a n ell a に 乏 し い く写 真2l ． 正 常肝

と肝内結石症肝
，
壁外腺と壁内腺との 間 に は粘液の 量

的違 い は ある も の の
，
個々の 腺細胞 に は 上記 の 粘液染

色性 に 違い は な か っ た
．

2 1 中性粘液型粘液腺

こ の 型の 粘液腺は ， 酸性粘液型粘液腺 と ほ ぼ同様の

細胞形態 を示 したが
，
そ の 含有す る粘液 は中性粘液が

主体で
， 酸性粘液と く に ス ル フ ォム チ ン が著滅し て い

る粘液腺で ある く写真3 a
，
3 bI ． こ の 中性粘液型粘液腺

は肝内結石症の 壁内腺で よ く増生し てお り， 本来壁内

腺 の 乏 し い 正常肝 で はほ と ん ど認 め られ なか っ た ．

3 ユ 低分泌型粘液腺

T a bl e l － C a rb o h y d r a t e
－ b in di n g s p e cifi cit y of fi v e g r o u p s o f l e c ti n s

L e c ti n C a rb o h yd r a t e
－ bi n di n g s p e cifi cit y

D － M a n n o s eくD － G l u c o s el q bi n di n g l e c ti n s

C o n － A a
－ D －

M a n 5 a － D L G I c ン cr － G I c N A C

V F A cY
－ D － M a n y a － D － G I c N A c

P H A －

E P － D － G alく1 一 一 4 トP － D －

G I c N A c － くトー 2ト a － D － M a n

L c H a － D－M a n ン a － D － G I c
，
dt

－ D － G I c N A c

P E A cr
－ D － M a n ン cr － D － G I c ン a ． D － G I c N A c

2 － A c e t a mi d o － 2 ， d e o x y
－ D － G l u c o s e － bi n d i n g l e c ti n s
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肝内胆管上皮及 び そ の 付属腺の レ ク チ ン 結合能

この 粘液腺 は， 正 常肝， 肝内結石症肝と も に 壁外腺

内に 多く 認め られ， 億 円柱上 皮よ り な るが ， 核 は卵円

形で胞体の 中央や や 基底側寄 り に 存在 し， 内陸線お よ

び内膳緑下 か ら核上 部まで の胞体に ， 種々 の 程度に 少

量の粘液 を有 して い た． 酸性粘液と く に ス ル フ ォム チ

ンの割合が 多く， 中性粘液は少量 で あ っ た く写真 4 1 ．

電顕的観察で は粗面小胞体 に 乏 しく ミ ト コ ン ド リア も

比較的少量 で あり， 内腔側 に 少数の 粘液顆粒 が証明さ

れ たも の があ っ た く写 真5 う．

2 ． 胆管上皮

正常肝お よ び肝内結石症肝 で は共に ， 内膳緑 お よび

内腔緑下に 少量の粘液を認め， シ ア ロ ム チ ン ， ス ル フ ォ

ム チ ン の 酸性粘液の割合が多く中性粘液 は少な か っ た

く写真6 う．

3 上 組胆管上皮

細胞形態上は低分泌型粘液腺 に 似て い る が， 粘液 は

陰性か内腔緑 に微量の 酸性粘液を見 るの み であ っ た ．

毛細胆管を含 め肝細胞 に は粘液は証明さ れ な か っ た ．

4 ． 胃粘膜上 皮

幽門腺 の粘液は d P A S 染色 の み 陽性で中性粘液 を

多量 に 有し て い た ． く写真7 aう． 胃腺席上 皮で は内腔縁

と内膳緑下 か ら核 上 部に 同中性粘液 を認 め た く写真

7bう． 十二 指腸上 皮で は内腔緑 の み に 少量 の中性粘液

H ヒa n 5 C ロre 8f l e ct i n
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と シ ア ロ ム チ ン を認めた く写真 7cl ．

工l ．
レク チ ン陽性部位

レ ク チ ン 陽性部位と粘液陽性部位との 関係か ら， 1 6

種の レ クチ ン を粘液非親和性細胞質親和性艶 粘液醜

和性細胞質親和性群， 粘液親和性細胞質非親和性群 の

三 群に 大別す る こ とが で き た ．
レ ク チ ン 陽性部位 は正

常肝と肝内結石症肝お よ び壁外腺と壁内腺とで 基本的

に 同 じで あ っ た ．

粘液非親和性細胞質親和性群 は粘液陽性部 には 染ら

ず細胞質非粘液部 に 染ま るも ので ， こ の 群 に 含 まれ る

レク チ ン は C o n － A
，
V F A

，
P H A － E の 3 種で あっ た ． 肝

内胆管上皮 と その付属腺お よ び 胃粘膜上皮 の い ずれ

の上 皮で も， こ れ ら は細胞質非粘液部 に 陽性と な っ た

く写真 8 a
，
9 a

，
1 0 a

，
11 a

，
1 1 b

，
11 c

，
1 3 al ．

粘液親和性細胞質親和性群は粘液陽性部に も 細胞質

非粘液部に も陽性 とな る もの で， こ の 群 に含 まれ る レ

ク チ ン は L c H ， P E A の 2 種で あ っ た ． 酸性 ． 中性粘液

型粘液腺お よ び中性粘液型である幽門腺で は胞体内粘

液が陽性で く写真8bう， 低分泌型粘液腺で は細胞質非

粘液部と内腔緑 お よ び 内膜緑下粘液陽性部や音陽性 で

あっ た く写真 9bコ． 他の上 皮で は主に 細胞質非粘液郡

が陽性 で， 細胆管で は内脛縁， 胃腺簡上皮で は内膿縁

下粘液陽性部も染ま っ たが ， 胆管上皮お よ び十 二 指腸
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9 3 4

上 皮で は粘液染色陽性の 内陸緑 に は染 ま ら な か っ た

く写真10b l ． な お胆管上 皮， 胃腺窟上 皮， 十二 指腸上皮

で は核上 部も陽性であ っ た ．

粘液親和性細胞質非親和性群 は粘液陽性部 に 染ま る

が 細胞質非粘液郡に は染ま らな い も の で ， こ の 群に 含

まれ る レ ク チ ン は残 りの 1 1 種の レ ク チ ン す な わ ち，

S T A
，
W G A

，
D B A

，
S B A

，
H P A

，
P N A

，
G S －I

，
M P A

，

R C A －l
，
U E A ．I

，
L o tu s で あ っ た

． 酸性 ． 中性粘液型粘

液腺で は胞体内粘液が く写真8 cl ， 低分泌型粘液腺 で

は 内腔緑お よ び内腔緑下粘液陽性部が染 ま り く写真

9 cつ
，
胆管上 皮で は内腔緑お よび 内腔緑下粘液陽性部が

く写真10 cJ ， 細胆 管で は内膳緑が染 ま っ た く写真13bl ．

ま た 幽門腺， 胃腺窟上 皮， 十 二指腸上 皮で はそ れ ぞ

れ粘液陽性部が染ま っ た く写真12 a ， 1 2 b ， 1 2 cl ．

毛紙胆管はその内腔縁が， 正 常肝， 肝内結石症肝と も

に W G A ， M P A ， R C A －I と反 応 した く写真 14 a
，
1 4 b 矢

印J ． ま た肝細胞の 細胞質 は主 と して C o n － A
，
V F A に

陽性で あ っ た が， 肝内結石症肝 で は G S －I
，
M P A も良

く染 まっ て い た く写真14 c ， 1 4dう．

E L 平均陽性細胞率

1 ． 肝内胆管系上皮

11 D － M a n n o s e くD － G l u c o s el －b i n di n g l e cti n s

C o n － A
，
V F A

，
P E A で は

， 肝 内胆管付属腺の 平均陽

鮎胤 n 引用 r 色 白I l 色Ct ill

p 8 S lt i v e r iti 8

性細胞率は ， 正 常肝， 肝内結石症肝と も酸性 ． 中性粘

液型粘液腺よ り も低分泌型粘液腺 の 方が よ り高か っ た

く図1う． 例え ば肝内結 石症肝壁外腺 で は ， い ず れ も有

意に 高 か っ た ．
また肝 内結石症肝 の方が 正 常肝 に比 べ

低 分泌型 粘液腺 で の 平均陽性細胞率が増加 し て お り，

C o n － A
，
V F A

，
L c H で は有意 であ っ た ． 胆管上 皮の 平

均陽性細胞率は ， どの レ ク チ ン も肝 内胆管付属腺の も

の よ り高 く， C o n － A はい ずれ の 付属腺 よ りも有意に 高

か っ た ． 正 常肝と肝内結石症肝 との 差 は見ら れ なか っ

た
． 細胆 管で は正 常肝 で P E A が 3 ． 7 と高率で あ り

， 肝

細胞で は C o n ． A
，
V F A が そ れ ぞれ 4 ．7

，
4 ． 1 と 高率に

陽性と な っ た ．

2 1 2 － A c et a mi d o － 2 －d e o x y ． D － G l u c o s e －b i n di n g

l e c ti n s

肝内結石 症肝 で は正 常肝 に 比 べ ， 酸性 ． 中性粘液型

粘液腺 で の 平均陽性細胞率が増加 して お り， S T A は

有意 に 高 か っ た く図2 う． 肝 内結石症肝 の胆管上皮で

は
，
平均 陽性細胞率が肝内胆管付属腺 よ り も低か っ た ．

W G A は紳胆管で も 3 ． 7 と高率に陽性で あり
，
毛 細胆管

に も 陽性 と な っ た ．

3 1 2 － A c e t a m id o －2 － d e o x y － D － G al a c t o s e －bi n di n g

l e cti n s

H P A の 平均 陽性細胞率 は
，
低分泌型 粘液腺 で 他の
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肝内胆管上皮及 びそ の 付属腺の レ ク チ ン結合能

肝内胆管付属腺よ り 低下 傾向 を示 し， ま た S B A は肝

内結石症 の 壁 内中性粘液型粘液腺で増加 して い た く図

3 う．
ま た肝内結石症 肝 に お い て は正 常肝 に比 べ H P A

，

D B A の 平均陽性細胞率が増加傾向を示 し たが ， 有 意

差は見 られ な か っ た ． 胆管上 皮 で は ど の レ ク チ ン も

1 ． 5 以下 と低率で ， H P A で は肝内胆管付属腺に 比 し有

意に 低下し て い た ． 細胆管で も 同様 に 低率で あ っ た
．

4 1 D － G al a c t o s e －b i n d i n g l e c ti n s

正常肝壁外 の 低分 泌 型粘液腺 で は
，
M P A の 平均陽

性細胞率が壁内の も の より 有意 に 増加 し て い た 以 外

に は
， 肝内胆管付属腺 の 各上 皮問に 有意差 は な か っ た ．

た だ肝 内結石症肝 の 壁内中性粘液 型粘液腺 で は
，

P N A
，
G S －I が 正 常肝に 比 べ 増加傾向が見ら れ た く図

4 1 ． 胆 管上皮で は M P A の 平均陽性細胞率 が付属腺 よ

り有意に 低か っ たが
， 他は同程度の 陽性率 で あ っ た ．

紳胆管 で は M P A ， R C A J が そ れ ぞれ 3 ． 0
，
3 ． 3 と比 較

的高 い 陽性率 を示 した が
，
P N A

，
G S －I が共 に 0 ． 3 と ご

く低率 で あ っ た ． 毛 細胆 管で は R C A 一王が 正 常肝で も

1 ．8 と 中程度の 陽性率 で あ り， 肝細胞で は G S ．I
，
M P A

が肝内結石症肝 で それ ぞ れ 1 ．8
，
2 ． 7 と 中程度の 陽性率

で あ っ た ．

5 1 L － F u c o s e －b i n d in g l e cti n s

肝内胆管付属腺の 酸性 ． 中性粘液型粘液腺で は， 壁

外壁内と もに 肝 内結石症肝の 方が 正 常肝 に 比 べ 平均陽

性細胞率が有意 に 高く， また肝内結石症肝 で は低分泌
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型粘液腺 よ りも有意 に 高か っ た く図5 1 ． 胆 管上皮 で は

酸性 ． 中性粘液型粘液腺 に 比 べ 低下傾向に あ っ た が，

肝 内結石 症肝 に お い て は正 常肝よ り 増加傾向に あ っ

た
． 細胆管で は 0 ． 5 以下と ご く低率で あ っ た ．

全体的 に 見る と
， 同じ特異糖鎖と結合する レ ク チ ン

で も各上 皮の 平均陽性細胞率 は区々 で あ っ た が
，
それ

ぞれ の レ ク チ ンの 平均陽性細胞率に は， 酸性粘液型粘

液腺と中性粘液型粘液勝と の 間で も有意差は な く， ま

た壁外腺と壁内腺と の 間で は有意差 は認めら れ なか っ

た ． し か し， 大 まか に は
， 細胞質非粘液部と反 応 する

レ ク チ ン 群の 平均陽性細胞率 は， 酸性 ． 中性粘液型精

確腺よ りも 低分泌 型粘液腺の 方で ，
ま た肝内胆管付属

腺よ り胆管上 皮の 方で 高い 傾向に あり ， 正常肝 よ り肝

内結石症肝に お い て この 傾向が よ り強く現 れ て い た ．

他方， 粘液部 と反 応す る レ ク チ ン群の 平均陽性細胞率

は， 前者の レ ク チ ン群 と逆に ， 低 分泌型粘液腺 よ りも

酸 性 ． 中性粘液型粘液腺の 方で 高く， 胆管上 皮 よ り肝

内胆管付属腺 の 方 で 高い傾 向に あ り， この傾向は 肝内

結石症 肝 に お い て強か っ た ．

2 ． 肝内胆管付属腺 と胃幽門腺 との比 較

幽門腺 に お い て は胞体内粘液と反 応する レ ク チ ン の

多く が高 い 平均陽性細胞率を示 し た く図鋸 ．
こ の 平均

陽性細胞率を肝内結石症肝の壁内中性粘液型粘液腺，

酸性粘液型粘液腺， 正常肝の 壁内酸性粘液型粘液腺と

比 較 してみ る と
， 幽門腺に 最 も近 い の は， 結石 肝の 壁
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内中性粘液型粘液腺で あり ， つ い で壁 内酸性粘液型粘 2 － A c e t a mi d o －2 － d e o x y
－ D ． G a l a c t o s e － b i n d i n g

液腺， さ ら に 正 常肝の 壁内酸性粘液型粘液腺 の 順 と 1 e c ti n s
．
D － G al a c t o s e ． b i n d i n g l e c ti n s ， L

－ F u c o s e －bi n d ．

な っ た ． ち なみ に 幽門腺粘液は中性粘液で あ っ た ． i n g l e cti n s で は ， 平均陽性細胞率 は胃腺裔上皮 に お し1

3 ． 胆管上 皮と胃腺裔上皮 十 二 指腸上皮と の 比 較 て 最も高 く， 十 二 指腸上皮， 胆管上皮の 順 に 低下し た
．
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肝内胆管上皮及 び その 付属腺の レ ク チ ン結合能

細胞質非粘液部に 陽性 と な る C o n － A
，
V F A

， P H A ． E

の 平均 陽性細胞率 は， 十 二 指腸上 皮に お い て最 も 高

か っ た ． L c H
，
P E A

，
S T A

，
W G A で は

， 胆管上 皮に お

い て最も高く ， 十二 指腸上 皮 胃腺裔上皮の 順 とな っ た ．

考 察

I ．
レ クチ ン陽性部位と 平均陽性細胞率か ら見 た 肝

内胆 管系上皮の 粘液糖蛋 白糖鎖の 解析

本研究の結果， 1 6 種の レ ク チ ン は
，
そ の陽性部位か

ら見て ， 粘液非親和性細胞質親和性群， 粘液親和性細

胞質親和性群， 粘液親和性細胞質非親和性群の 3 群の

レ ク チ ン に 分類で き る． 後 2 群 に 含 まれ る レ ク チ ン は

各上 皮の粘液と 反応 し， レ ク チ ン 結合特異糖鎖が粘液

糖 蛋 白内 に 存在 す る こ と に な る． す な わ ち
，
2 －

A c e t a m id o －2 － d e o x y ． D － Gl u c o s e －bi n di n g l e c ti n s の 2

極， 2 － A c e t a m i d o － 2 － d e o x y
－ D － G al a ct o s e － bi n di n g

l e c ti n s の 3 種， D ． G a l a ct o s e ，bi n d i n g
－1 e c ti n s の 4 種，

L ． F u c o s e － bi n di n g－l e c ti n s の 2 種が 粘液と 反応す る の

で ， そ の 粘 液 内 に あ る 特異 糖 鎖 は N － A c et yl
－

gl u c o s a m i n e ， N
－ A c et yl g al a ct o s a m i n e ， G a l a c t o s e ，

F u c o s e で あ ると 考え られ る111 61 ． さ ら に 平均陽性細胞

率が高 い W G A ，H P A ，M P A ， R C A l ， U E A ．I に 共通 す

る特異糖鎖 は， 表 1 よ り a － D － N － A c e t yl gl u c o s a m i n e ，

a
． D ． G al a c t o s e

， P
－ D － G al a c t o s e

，
a － L － F u c o s e で あ り，

こ れ らが粘液内に 高率 に存在す る もの と推定 で き る．

以上 の レ ク チ ン は肝内胆管系上皮 の み な ら ず胃粘膜上

皮の 粘液に も同様 に 陽性で あ っ た ． しか しなが ら肝内

胆管系上皮に お い て は， 粘液親和性細胞質非親和性群

に 属す る レ ク チ ン の平均陽性細胞率が酸性 ． 中性粘液

抑門 川I i n 飢 モ OI l e ct l n

p o si t い用 r a t 川

9 3 7

型 粘液腺で 最 も高く ， 次 い で低分泌型粘液腺， 胆 管上

皮の 順 に 低く なる傾向に あ り， 同様に 胃粘膜 に お い て

も幽門腺が最も高く ， 胃腺蘭上 皮， 十二 指腸上 皮の順

に 低く な っ た ． こ の こと よ り平均陽性細胞率 は上 皮の

粘液分泌能 を反 映す る もの と考え られ る． さ ら に 肝内

結石症で平均陽性細胞率が増加傾向に あ っ たの は主と

して 酸性 ． 中性粘液型粘液腺 であ り， こ れ は著 しく増

生 した粘液腺 が粘液分泌能冗進の 状態に あ る こ と を意

味 して お り， これ らが結石含有胆管の 特色だ と思わ れ

る
．

D － M a n n o s e くD － G l u c o s e トbi n d i n g l e c ti n s の う ち

L c H
，
P E A は粘液 に も細胞質に も反 応す るが， 同属の

C o n － A
，
V F A

，
P H A － E は粘液 と反応せ ず細胞質と の み

反 応す る．
こ の 遠 い は い っ た い 何に よ る もの だ ろう か．

一

般 に レ ク チ ン と糖蛋白糖鎖との反 応は抗原抗体反応

の よう に
一 対 一

の反 応で はな く
，
複数の 特異糖鎖と反

応し たり 刷 1 別
， 糖蛋白糖鎖の 三次構造に 左右さ れ た り

す る
抑

． 複数 の 特異糖鎖と レ ク チ ン との結合は競合反

応に よ る も の で あ り
2 1 ほ2I

，
その解離定数に よ り結合の

強弱が決定 する ． た とえ ば a N D － N ． A c e t yl gl u c o s a m i n e

と の 結合の 強 い レ クチ ン は， 粘液部に 陽性を示すが ，

結合 の 弱い レ クチ ン は
，
化学的に 同属で あ っ て も

， 粘

液と反 応し な い ． 粘液と も細胞質とも 反応す る レ クチ

ン群 は， a － D － N ． A c e tyl gl u c o s a m i n e と比較的よ く結合

し， か つ 細 胞 質 に 豊 富 な a ． D － M a n n o s e や a ． D －

G l u c o s e と結合す る ため と考 えられ る．

消化管 の 粘液 で は 一 般 に 糖残基 と し て G al a c t o s e
，

F u c o s e
，
N － A c e t yl g l u c o s a m i n e ， N － A c e t y l

－

g a l a c t o s a m i n e ， シ ァ ル 酸が主 で あ っ て ， M a n n o s e や

C w ．Py 1 0 r l c 山引 1 d

こ ＋
．
i n l r a 肌 r a暮 fl 古 山 ol 洞 山 r山 b u C l れ II P t l n h 叩 I t O li t hl t si ぶ

． －
．
仙 r a義u r a t l l 血 o l 鵜 川 ■ u Cl れ II 叩 lれ h 叩 10 H lhl 一 拍

こ ＋
． h l r 引川 r 山 一l l nd Q f a c l d ト耶 h ぃ け叩 1 月 馴 I鵬 I l l T e r

仁 一 三 光 疇 一 く 田 嶋 q － ．
一 三 三 雲

占 生 麦 3 紀 伝 学 芸 現 象 監 建 染 巨 岩 3

F i g ． 6 ． T h e c o m p a ri s o n i n th e m e a n s c o r e of l e cti n p o siti v e r a ti o b e t w e e n th e in t r a h e p a ti c

m u ci n o u s gl a n d s a n d p y r oli c gl a n d s ．
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G l u c o s e は少 なし1 と さ れ てお り2 312 4l
， 胆汁 の 粘液分析

でも 同様である矧 朝 ． また L e e ら は と 卜胆嚢胆石症
，

実験胆糞胆石症26Iお よ び胆泥症例
27I に お い て

，
正 常胆

汁と胆石胆汁お よび胆褒胆汁と肝胆汁 との 間に 粘液糖

蛋白の質的変化が認 め られ な い と して い る． 本研究で

は 肝内胆管系上皮 の粘液糖蛋白 に a － D ． N ． A c e t yl
－

gl c o s a m i n e ， q
－ D ． G al a c t o s e

， P － D － G al a c t o s e
，
a

－ L －

F u c o s e が 高率 に 存 在 し， u － D － G l u c o s e お よ び a － D －

M a n n o s e 残基が含ま れ ない こ と， ま た正 常肝 と肝内結

石症肝の 肝内胆管付属腺粘液 に 質的変化が見ら れず，

胃粘膜との 間に も差異が な い こ と を裏付 ける こ とが 出

来た ．

工I ． 中性粘液型粘享夜腺の 増生機転

Cb o u ら
2 9Iは ヒ ト肝外胆管の 付属腺の組織化学的研

究で シ ア ロ ム テ ン
，
ス ル フ ォ ム チ ン と 少量の 中性粘液

を認め て お り， ま た E st e rl y ら
3 O
りま正 常胆嚢粘膜表層

上皮の粘液は ス ル フ ォ ム チ ン か らな り ， 病的状態で は

シ ア ロ ム テ ン が優位 に な る と して い る ． 肝内胆管系上

皮の 粘液 でも ， 酸性粘液と く に ス ル フ ォ ム チ ン が 主体

で あ り肝内結石症で増加す る．
しか しそれ と は別に ，

肝内結石 症で は とく に 壁内腺 で中性粘液型粘液腺が増

生して く るの で
， 酸性 ． 中性 の 両粘液が胆管壁か ら 多

量に 分泌 され る． 脱 糞で も慢性炎症で中性粘液 を有 す

る腺増生 を認め る こ とが あ る が， こ れ は胆嚢上 皮の 幽

門腺化生 に よ る と考え られ て い る
1 り 12I

．
しか し

， 肝内胆

管付属腺 の レ ク チ ン 陽性部位 か ら み ると
， 酸性と 中性

の 粘液腺 の レ ク チ ン 反応 に差 が な く， ま た壁外腺と壁

内腺， 正常肝と肝内結石症肝 と の 問 に も レ ク チ ン結合

能に 質的羞が認め られ なか っ た ． 従 っ て ， 肝内結石症

と正常肝との 間に は， 粘液の 量的遠 い の み が著 しい と

考 えられ る．

寺田71は肝外お よ び肝内胆管 の 壁外腺は胆管系固有

の腺組織 であ るが
，
壁内腺 は胆管壁 の刺激に 基 づ い て

生じた被覆上皮の壁内駿入 に よ り生 じたも の で あろう

と して い る． 従 っ て肝内結石症に お い て中性粘液型粘

液腺が主に壁内で著 しく増生 し， 同 じ中性粘液型粘液

腺である幽門腺類似の レ ク チ ン 結合部位 と レ ク チ ン 陽

性細胞率を示 す こ とか ら， 中性粘液型粘液腺は胆嚢同

様に 幽門腺 に 化生 した壁内腺の増生と考 え られ る．

m
． 低分 泌型粘液腺 の 意義

肝内胆管付属腺は光顕的観察 に より粘液腺と奨液腺

と か ら なる 混合腺 とさ れ て い る7I
．

一

般 に 紫液腺細胞

は
， 胞体が暗く好塩基性で ， 混 合腺で は襲液半月 を形

成する ． 電顕的に は高電子密度の奨液顆粒が存在 し，

粗面小胞体が よ く発達 して お り ミ ト コ ン ド リア に も富

んで い る 紺
a 2I

． 本研究の結果， こ の寮液腺 は， 粘液腺 と

基本的に 同 一 種類の 腺 であ り
， 粘液分泌機能の低い 状

態の も の と推定 され
， 低分泌型粘液腺 と呼 ぶ の が適当

と考 えた ． そ の理 由の 第 一

は
，
低分泌型粘液腺 は光顕．

電顕観察 で粘液 を有 し て お り， レ ク チ ン 結合能 も酸

性 ． 中性粘液型粘液腺と基本的 に 類似 す る． 第二 に
，

低分泌型 粘液腺 と酸性 ． 中性粘液型粘液腺 との 中間 ．

移行像 が認め ら れ る． した が っ て 柴液腺 と い う名称よ

り低分泌塾粘液腺 のカが よ り妥当である と考 えられ
，

分泌 活動の休止状態 に あ る も の も こ れ に 含 まれ る．

肝内結石症 の壁外腺で は 一 つ の 腺房 の辺 緑部に 酸性

粘液型粘液腺があり， 中心 部に 低分泌型粘液腺が見ら

れ， 両者の 中間細胞が出現す る こ と が あるの で ， 壁外

腺増生の なか でもっ とも重要な のが 低分泌型 粘液腺の 増

生で あ ろう ． こ れ に 対 し壁内腺で は， 中性粘液型粘液

腺 の増生が目立 ち， 酸性粘液型 の も の も混在 し， 形態

上 そ れ らが し ば し ば胆管被覆 上皮と連続 して い る の

で
， そ の 由来は胆管被覆上皮 に あ る と思わ れ た．

I V ． 肝 内結石 症 に お ける 粘液の 意義

従来 か ら胆嚢結石 と 粘液 と の 関係 が指摘 され て お

り， 胆石 症 で は 正 常 よ り膿汁中の粘液糖蛋白が増加

し
2 引2 6 榊 I

， 結石 内に 粘液糖蛋白が組織化学的 叫 に
，
生化

学的35I に
，
分 光学的

3 6 即 1 に 証明 さ れ て い る． 組織学杓に

は胆嚢粘膜に 粘液過分泌像が認め られ 3 郎可 い
， 実験的胆

嚢結石 で は 結 石 形成 以 前 に 粘液腺組織 が 出現 す

る
3 8I 4 01 4 2 ト 4 51

．
i n vit r o の 結石 形成実験 で は胆嚢粘液と

どリ ル ビ ン が結合 し4 6 ト 欄
， 核形成 を増進 させ る 瑚 ．

こ

の よう に 粘液が 結石 の 核形成お よ び結石 の 成長増大 に

関与 し てい る と考 えら れ る．
L e e ら

2 7I
は胆 嚢胆泥症例

の 検討 で ， 胆泥 中に 多量 の 粘液が含 まれ る と同時に ，

胆嚢上 皮の粘液過分泌像 と幽門腺化生 を認 め たと して

お り
，
胆石 の核 とな っ て コ レ ス テ ロ ー ル 結晶の 形成 に

つ なが る と し て い る ． 閉塞性黄痘 に 伴 っ て肝内胆管 に

胆泥と微小結石 を認め る こ と が あ り
5 0J
， 組織学的に は，

その 主 成分は過剰な粘液 く中性 お よび 酸性1 と ど リル

ビ ン お よ び ど リ ル ビ ン カ ル シ ウ ム 顆粒 か ら な っ て お

り， こ れ らが 胆泥 な ら び に 微小結石形成 を促進す るも

の と 考 えられ る． し か しな が ら肝内結石症 に お い て増

加す る 粘液の 糖蛋白糖鎖 に は正 常と 変化 がな く ， その

分泌量増加が第 一 義的 に 結石形成 に 関与 す るも の と考

え られ る． 粘液 は本来粘性と弾力性を有 すも の で ある

か ら
， 分泌量増加 が胆汁停滞 を生 じさせ ， 核形成 を促

進す る
一

因 とな り う ると 考え られ る．

結 論

1 ． 肝 内胆管上皮お よ び その 付属腺の レ ク チ ン結合

能の 所見 か ら，用 い た 16 種 の レ ク チ ン を三群 に 大別で

きた． 粘液非親和性細胞質親和性群 は C o n － A
，
V F A

，

P H A － E の 3 種， 粘液親和性細胞質親和性群 は L c王1 ，



肝内胆管上皮及び その付属腺 の レ ク チ ン結合能

P E A の 2 種， 粘液親和性細胞質非親和性群は S T A ，

W G A ， D B A ， S B A ， H P A ， P N A ， G S
一工

，
M P A

，
R C A －I

，

U E A －I
，
L o t u s の 1 1 種 で あ っ た ．

2 ．
レ ク チ ンの 糖 蛋白糖鎖結合の 特異性 か ら ， 肝内

胆管系上皮の 粘液糖蛋白内に は a － D － N － A c et yl gl u c o s
－

a mi n e ． a ． D － G al a c t o s e
， PT D

－ G al a ct o s e
，
a

－ しF u c o s e

が高率に 存在す ると 考 えら れ た． 逆 に a － D － M a n n o s e
，

a
－ D－Gl u c o s e は粘液内 に は存在せず， 細胞質内非粘液

部に 存在 する と考 え られ た． 以上 の 所見か ら
， 肝内胆

管系上皮群が多様な粘液糖蛋白を分 泌 ， 保有す る こ と

が示 唆され た ．

3 ． 肝内胆管付属腺 を粘液染色に よ り胆管壁内外の

酸性粘液型粘液腺 と中性粘液型粘液腺 と低分泌型粘液

腺に 分類し た． 低 分泌型粘蘭腺は従来奨液腺 と され て

い た もの で あ るが， 中性 ． 酸性粘液型粘液腺 へ の 移行

像 を見 る こ と や レ クチ ン結合部位か ら， 粘液分泌能の

低 い 状態に あ る粘液腺組織と考 えら れ た．

4 ． 肝内胆管付属腺 の レ ク チ ン 結合能 に は酸性粘液

型粘液腺と中性粘液型粘液腺 との 問お よ び， 壁外腺と

壁内腺 との 間で有意差 は認め られ な か っ た ． ま た肝内

結石 症 肝 と正 常肝 と の 間 で も 粘液 に 質的差 は見ら れ

ず
，
そ の 量的増加が結石の 形成増大に 関与す る もの と

考 えられ た ．

5 ． 肝内結石 症の 壁内腺に は， 中性粘液型粘液腺の

増生が目立 ち ， その レ ク チ ン 陽性細胞率 の 傾が 中性粘

液型粘液腺である幽門腺の 備に 近か っ た ．
した が っ て

，

胆管被覆上皮由来の 増生壁内腺が ， 幽門腺化生 を起 こ

して ， 中性粘液型粘液腺 の パ タ ー ン をと る と考 えられ

た
．

6 ． 毛細胆 管に は W G A ， R C A－I が 肝細胞 に は C o n
－

A
，
V F A

，
G S －I

，
M P A が 陽性で あ っ た ．
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pl a s m b u t a l s o m u ci n
－

p O Si ti v e l u mi n al b o r d e r

くbI ． X 2 0 0 ，

P h o t o l O ． T h e bil e d u c t e pi th eli u m i n n o r m al li v e r

t r e a t e d w ith C o n － A くal ， P E A くbl a n d W G A くcl ．

N o t e C o n － A a n d P E A －

p O Siti v e c yt o pl a s m b u t

m u ci n －

p O Si ti v e l u m i n a l b o rd e r i s a v oid e d くa ， bl ．

W G A r e a c t s wi th eith e r m u c in ー

p O Si ti v e l u m i n a l

b o r d e r o r s u b a pi c al c y t o pl a s m くcI ． X 2 0 0 ．

P h o t o l l ． P yl o ri c gl a n d s くaI ， f o v e ol a r e pith eli u m

くbl a n d d u o d e n al e pi th eli u m くcJ t r e a t ed w ith C o n －

A ． C o n － A d o e s n o t bi n d w ith m u ci n －

P O Si ti v e

a r e a s i n th e a pl C al p o r ti o n s ， b u t wi th th e o th e r

p a r t s o f c y t o pl a s m ．
x 2 00 ．

P h o t o 12 ． P yl o ri c gl a n d s くal ， f o v e ol a r e pith eli u m

O 31 a n d d u o d e n al e pith eli u m くcl tr e a t e d wi th

W G A ． W G A r e a c t s wi th m u c in －

P O Si ti v e a r e a s ，

b u t n o t w ith th e n o n T

m u Ci n o u s c yt o pl a s m ． x

2 0 0 ．

P h o t o 1 3 ． B il e d u c t ul a r e pi th eli u m i n n o r m al li v e r

tr e a t e d w i th C o n － A くal a n d W G A くbl ． C o n ． A

b i n d s w ith th e n o n ． m u ci n o u s c y t o pl a s m くal b u t

W G A b i n d s w ith o n ly th e l u mi n al b o rd e r くbl ． X
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20 0 ． a r r O W SJ ． C o n ． A r e a c t s w ith th e c y t o pl a s m of

P h o t o 1 4 ． H e p a t o c yt e s f r o m li v e r w i th h e p a t o
－ al m o s t a ll h e p a t o c y t e s くcl ， W h il e G S

－I s h o w s a

lith i a si s ． T h e bil e c a n a li c u l ar m e m b r a n s a r e f o c al a c c u m ul a ti o n w ith i n th e c y t o pl a s m くd I ． X

p o siti v e f o r R C A
－I くa ， a r r O W SJ a n d W G A くb ， 2 00 －

L e c ti n Bi n dirL g A cti vit y of t h e E pit h eli u m of t h e I n t r a h e p a tic B il e D u c t G l a n d s a n d

C o v e ri n g E pi th eli u m of t h e D u c t i n N o r m al H u m a n Li v e r s I Li v e r s w it h H e p a t olit h i a sis

a n d G a s t ri c M u c o s a ， － a C o m p a r a ti v e S t u d y K a ts u h i k o S ai t o
，
2 n d D e p a r t m e n t o f

P at h ol o g y くD i r e ct o r こ P r o r G ． O h t al ， S c h o o l o f M e d i ci n e ， K a n a z a w a U n i v e r sity ， K a n a z a w a 9 2 0 －

J ． J u z e n M e d ． S o c ．
，
9 5

，
9 3 0 － 9 4 5 い9 86J

K e y w o rd s こ I e cti n ， m u C u S ， g l y c o p r o t ei n ， h e p a t o lit hi a si s ， i n t r a h e p a ti c p e ri d u c t a l g l a n d ．

A b s t r a ct

P re v i o u s s t u d i e s fi o m o u r l a b o r at o ry i n d i c a t e d th at th e p r oli ft r a ti o n o f i n t r a h e p a ti c p e ri d u c t al

gl a n d s i s o n e o f t h e c h a r a c t e ri s ti c h i s t o p at h ol o g l C al fb a t u r e s
i n h e p a t o li th i a si s a n d th a t th e gl a n d s

a r e c a p a b l e o f p r o d u ci n g th e m u ci n ．
S i x te e n l e c ti n s

，
k n o w n t o h a v e a n a c tl V l ty t O b

i n d th e

s p e cifi c c a r b o h y d r a t e r e si d u e ， W e r e u S e d i n t h e p r e s e n t s t u d y t o e x a m i n e t
h e c a r b o h y d r a t e m oi e ty

o f th e m u ci n o f i n t r a h e p a ti c b il e d u c t s y st e
m i n n o r m a l くt w el v e i n n u m b e rl a n d h e p a t o lit hi a si s

くt w el v eJ li v e r s ． L e cti n s w e r e s tai n e d b y t h e a v i di n
－ b i o ti n －

p e r O Xi d a s e c o
m p l e x m e th o d a n d

hi st o c h e m i c al st ai n s f b r m u ci n w e r e p e rfb r m e d si m u
lt a n e o u sl y o n s e ri al s e c ti o n s ． T h e r e s u lts

o b t a i n e d w e r e a s f bll o w s ．

くり A b a tt e ry o f si x te e n l e cti n s w e r e cl a s sifi e d i n t o t h r e e g r o u p s ， O n th e b asi s o f w h e th e r th e

l e c ti n b i n di n g a cti v iti e s w e r e o b s e r v e d i n m u ci n
－

P O Siti v e o r
－

n e g a ti v e r e g l O n S O f th e c y t o p
l a s m ．

Le cti n s o f th e fi r st g r o u p ， W h i c h d i d n ot b i n d w i th m u ci n
－

p O Si ti v e r e g l O n S b u t w i th m u ci n
－

n e g a ti v e

r e gi o n s o f t h e c y t o p l a s m ， i n cl u d e d C o
n － A

，
V F A a n d P H A － E ． L e c ti n s o f th e s e c o n d g r o u p ， W h i c h

b o u n d b o th w ith m u ci n －

p O Siti v e a n d
－

n e g a ti v e p o rti o n s ， C O n S
i s te d o f L c H a n d P E A ． L e c ti n s i n

t h e th i r d g r o u p ， W h i c h b o u n d o nl y w it h
m u ci n －

p O Si ti v e r e g 1 0 n S ， W e r e S T A ， W G A ， D B A ， S B A ，

H P A
，
P N A

，
G S qI

，
M P A

，
R C A －I

，
U E A J a n d L o t u s ．

く21 B a se d o n t h e fi n d i n g s o f th e c a r b o h y d r a te s p e cifi ci ty o f b i n d i n g w it h i n d i vi d u a l l e c ti n s ， th e

m u ci n o f i n t r a h e p atic b il e d u c t s y st e m i n n o r m a l a n d di s e a s e d li v e r s c o n t a i n e d a b u n d a n t N
－

a c e ty l gl u c o s a m i n e ， g a l a c t o s e a n d fu c o s e b u t c o n t a i n e d n e it h e r m a n n o s e n o r gl u c o s e ． T h e l a tt e
r

t w o w e r e d i 軌 s el y st a i n e d i n th e c y t o pl a s m i c p o r ti o n h a v i n g n o m u ci n ．

く3J T h e p e ri d u c t al gl a n d s w e r e d i v i d e d i n t o th r e e ty p e s 二 a Ci d ， n e u t r al ， a n d li ttl e o r n o m u c i n
．

T h e l e c ti n b i n d i n g a c tl V lty ， h o w e v e r ， d i d n o t d ifrb r b e t w e e n th e gl a n d s o f a ci d m u c
i n ty p e a n d

th o s e o f n e u tr al m u c i n ty p e － A I s o
，
n O d i 能 r e n c e i n t h e q u a lity o f m u ci n w a s fb u n d b e t w e e n

n o r m a l a n d h e p a t o lit h i a si s li v e r s －

く41 T h e li ttl e o r n o m u ci n ty p e o f th e g l a n d o ft e n r e v e a l e d a t r a n siti o n t o t h e a ci d o r n e u t r al

m u ci n ty p e i n h e p at o li th i a si s li v e r s ． T h i s s u g g e st s t h a t t h e fb r m e r i s a p r e c u r s o r o f th e l att e
r t w o 一

く51 A cl o s e si m il a rity i n t h e l e c ti n b i n d i n g c a p a ci ty b e t w e e n th e n e u t r al m u ci n
－

P O Si ti v e

pe ri d u c t al g l a n d s a n d t h e p y l o ri c g l a n d s i m p li e s th a t p e
ri d u c t a l g l a n d s o f n e u tr a l m u c i n ty p e m a y

r e s u lt fナo m t h e p y l o ri c g l a n d m et a p l a si a ．
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